
●七夕まつり
色鮮やかな「七夕飾り」が
パセオ470を飾ります。
と　き／8月6日（水）

　～8日（金）
●花 市
市内の園芸農家が季節の花を持ち寄り販売します。
と　き／8月12日（火）正午～午後8時
ところ／パセオ470
問／置賜町スズラン通り商店街協同組合 

☎024-521‐1515

福島市の夏の風物詩「わらじまつり」が今年も開催。
両日とも“日本一”の大わらじを担いで練り歩くパ
レードを予定しています。
風流な「わらじおどり」、
軽快なリズムに乗せて踊
る「ダンシングそーだナイ
ト」など福島の夜を熱く盛
り上げます。
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特　集
第2回「アラフドアートアニュアル2014」 8 インフォメーション

●夏を彩る
ふくしまの夏まつり

●ふくしま市の動画を配信中！
「くだものの宝石箱ふくしま市」の夏。ピン
クに色付く果汁たっぷりのモモが旬を迎え
ます。福島市の農家の皆さんが丹念に育
てた至高のモモを、ぜひご堪能ください。

「おいしそうに
　　　　　色付いたモモ」

表紙説明：

撮　影：中 山  真 波 さん
（市民カメラマン）

表紙紹介

No.19 2014年 夏号

（フェイスブック）（ツイッター）（ユー・チューブ）

〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　　 024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

土湯温泉町×現代アートのチカラ

第68回「全国レクリエーション大会2014福島」開催

スポーツ・レクリエーションで
元気づくりを応援!!

■第45回福島わらじまつり

■福島とうろう流し
送り火の中、願いを込め
た「とうろう」が阿武隈
川の河畔に並べられ、花
火が打ち上げられます。

と　き／8月17日（日）
午後6時30分～

ところ／県庁裏阿武隈川河畔
問／福島とうろう流し発興会 ☎024-546‐3160

■第36回
　ふくしま花火大会
「夜空を彩り、響きあう　ひかりのパレード」を
テーマに約1万発の花火が打ち上げられます。
と　き／8月9日（土）

午後7時30分～8時40分
※荒天時は10日（日）に順延。

ところ／信夫ケ丘緑地
（阿武隈川・松川の合流点）
【大会当日の実施有無の確認方法】
音声ガイダンス 
☎0180-99-3590

問／ふくしま花火大会実行委員会
（商業労政課内）
☎024-525-3720■福島七夕まつり・花市

夏を彩るふくしまの夏まつりふくしまの夏まつり夏

YouTubeで福島市の動画を
配信しています。福島の“今”
を動画でご覧になれます。
福島市ホームページ総合トッ
プ左下バナー「ふくしまチャ
ンネル」からご覧ください。

1ch … 復興・福島の魅力発信
東日本大震災からの復興に向けた取り組み、福島市の魅力や情報を
配信します。お祭りの動画もこちらから。
2ch … ふくしま大好き！福島ユナイテッドFC
福島市をホームグラウンドにJ3リーグで活躍する「福島ユナイテッド
FC」のメンバーが、福島市の魅力やおすすめスポットをPRします。
3ch … モモッと大好きふくしま ももりんが行く！
観光PRキャラクター｢ももりん｣が福島市の名所や施設を訪ね歩きま
す。今まで知らなかった福島市の魅力を発見できるかもしれません！問／広報広聴課 ☎024-525-3710

ふくしま市の動画を配信中！ふくしま市の動画を配信中！

（撮影／市民カメラマン 中山真波さん）

（撮影／市民カメラマン 宍戸良之さん）

（撮影／市民カメラマン 宍戸良之さん）

（撮影／市民カメラマン 佐久間智之さん）

と　き／8月1日（金）・2日（土）午後5時～
ところ／国道13号信夫通り
問／福島わらじまつり実行委員会（福島商工会議所内） 

☎024-536-5511
【公式ホームページ】 　　 http://www.waraji.co.jpURL
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き
っ
か
け
は
、
震
災
前
に
16
軒
あ
っ
た

土
湯
温
泉
町
の
旅
館
の
う
ち
５
軒
も
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。「
未
来

が
想
像
で
き
な
い
混
沌
の
中
、
自
分
た
ち

の
手
で
何
が
で
き
る
の
か
。
協
力
し
て
く

れ
た
大
学
の
方
な
ど
を
交
え
て
、
何
回
も

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

代
ア
ー
ト
と
い
う
新
し
い
可
能
性
に
た
ど

り
つ
き
ま
し
た
」
と
実
行
委
員
長
の
佐
久

間
智
啓
さ
ん
。
街
の
活
性
化
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
２
年
に
一
度
、
芸
術
祭
を
開
催
し
て

い
る
町
が
あ
る
と
聞
き
、
平
成
24
年
５
月

に
「
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」（
群
馬
県
中

之
条
町
）
を
視
察
し
ま
し
た
。「
土
湯
で

も
開
催
を
と
思
い
、
翌
年
秋
の
実
現
を
目

指
し
て
12
月
に
土
湯
温
泉
町
の
有
志
を
中

心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

　
地
域
の
反
応
は
、
現
代
ア
ー
ト
と
い
う

未
知
の
も
の
に
、
不
安
や
心
配
が
あ
り
最

初
は
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

軒
一
軒
あ
い
さ
つ
を
し
て
回
っ
た
り
、
一

生
懸
命
準
備
を
進
め
る
う
ち
に
街
の
人
た

ち
か
ら
の
理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
最
も
時
間
を
か
け
た
の
は
、
実
行
委
員

会
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
思
い
の

す
り
合
せ
で
し
た
。「
『
ま
ち
づ
く
り
』

と
『
芸
術
活
動
』
と
、
相
い
れ
な
い
も
の

を
一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
無
理
が
生

じ
て
く
る
。
な
ら
ば
あ
え
て
そ
こ
は
、
相

い
れ
な
く
て
い
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
に
は
、
我
々
が
芸
術
活
動
を
通
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の

環
境
を
活
用
し
て
、
芸
術
活
動
を
し
て
く

だ
さ
い
と
伝
え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
互
い

の
気
持
ち
が
ほ
ど
け
て
つ
な
が
っ
て
行
き

ま
し
た
」

　
一
段
と
高
く
な
っ
た
秋
空
の
下
、
開
催

さ
れ
た
第
1
回
「
土
湯
ア
ラ
フ
ド
ア
ー
ト

ア
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、
39
日
間
で
約
１
万

２
，０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
土
湯
温

泉
町
内
15
カ
所
に
展
示
さ
れ
た
現
代
美
術

を
自
由
に
巡
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
予
想
を
上
回
る
反
響
。
し
か
も
初
め
て

土
湯
温
泉
町
を
訪
れ
る
お
客
様
が
多
く
、

本
当
に
う
れ
し
い
手
応
え
で
し
た
」

第2回「アラフドアートアニュアル2014」  土湯温泉町×現代アートのチカラ特集

土湯温泉町 現代アート
のチカラ

特集第2回  「アラフドアートアニュアル2014」

土湯温泉町の「アラフドアートアニュアル」は、地
域再生や人と人とをつなぐ「まちづくり」の一助に
したいと始めた活動です。国内外のアーティストの
作品が飾られ町全体をアートにした昨年の第１回
目の芸術祭には、全国から約１万２，０００人が訪
れました。これまでの経緯や第2回の見どころなど
をつちゆ芸術万華郷実行委員会（以下、実行委員
会）の委員長・佐久間智啓さんにお聞きしました。
※アラフド（新踏土）：「初雪を踏み固め新しい道筋を作る」ことを意味する地元の言葉
※アニュアル：年1回行われる

土湯温泉町のために、自分た
ちにも何かできないかと何度
も話し合いました。実行委員
会も全てが初めてのことだっ
たので、いくつもの問題をみ
んなで知恵を出し合って解決
してきました。第２回も、みん
なの『熱い思い』と『夢』『希
望』を一つにして準備を進め
ていきたいと思っています。

第2回も「思い」と「夢」「希望」で開催

未
来
に
何
を
残
し
て
い
け
る
か

言
葉
を
超
え
て
感
じ
合
う

ま
ち
づ
く
り
と
芸
術
活
動

思
い
の
す
り
合
せ
に
苦
労

つちゆ芸術万華郷実行委員会メンバー

つちゆ芸術万華郷実行委員会
委員長

佐久間 智啓さん
さくま ともひろ

平成26年9 5（金） （祝・月）
1013会期

■問い合わせ／つちゆ芸術万華郷実行委員会［㈱元気アップつちゆ内］
　　　　　　　　　　　　 ☎024-594-5037

1
「
部
屋
の
部
屋
」
清
水
玲
さ
ん
　
2
「
起
き
上
が
り
コ
ケ
シ
」
山
崎
哲
史
さ
ん
×
い
ず
み
ひ
な
さ
ん
ｘ
小
杉
朋
子
さ
ん 

3
「
つ
ち
大
根
」
山
田
浩
之
さ
ん
　
4
「DAY

LILY
 A

RT C
IRC

U
S2003

」
開
発
好
明
さ
ん 

他 

5
「
ぼ
く
ら
の
ラ
ピ
ュ
タ
作
戦
」
筑
波
大
学
創
造
的
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験
・
体
感
ラ
ボ 

6 

作
品
以
外
に
も
土
湯
こ
け
し
の
行
灯
な
ど
が
あ
り
ま
す 

※
5
・
6 

福
島
藝
術
計
画
×Art Support Tohoku-Tokyo

の
協
賛
事
業
で
す
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第
１
回
の

参
加
作
品

　
現
代
ア
ー
ト
の
魅
力
を
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
は
、「
答
え
が
な
い
と
こ
ろ
」
と

話
し
ま
す
。「
見
方
や
感
じ
方
も
人
そ
れ

ぞ
れ
。
な
ぜ
、
こ
こ
に
展
示
物
が
あ
る
の

か
…
　
考
え
る
と
こ
ろ
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
に
面
白
み
や
気
付
き
が
あ
り
ま

す
」

　
例
え
ば
、
１
本
１
万
円
の
陶
器
の
大
根
を

並
べ
た
無
人
販
売
所（
P
３
写
真
3
参

照
）。
高
さ
約
10
ｍ
も
あ
る
巨
大
こ
け
し
の

壁
画（
P
５
写
真
「
無
題
」
参
照
）。「
こ
け

し
は
、
作
家
さ
ん
た
ち
に
も
人
気
で
、
こ
け

し
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
作
品
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
る
意

味
、
土
湯
の
こ

け
し
の
未
来
に

一
石
を
投
じ
る

イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
た
と
も

思
っ
て
い
ま

す
」
と
佐
久
間

さ
ん
。

　
土
湯
を
映
す
鏡
に
な
っ
た
作
品
も
あ
り
ま

し
た
。「
土
湯
俯
瞰
図
」
は
、
土
湯
の
現

在
、
過
去
、
未
来
を
、
制
作
現
場
に
来
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
仕
上
げ
て
い

く
公
開
制
作
で
し
た
。「
昔
の
話
は
饒
舌
な

の
に
対
し
て
、
未
来
に
な
る
と
な
か
な
か
出

て
こ
な
い
の

が
悩
み
」
と

い
う
作
家
さ

ん
の
話
に

「
も
し
か
し

た
ら
そ
れ
は

土
湯
全
体
の

悩
み
な
の
か

も
し
れ
な
い
」

と
思
っ
た
そ

う
で
す
。

　
２
回
目
の
開
催
に
な
る
平
成
26
年
度

は
、
福
島
市
と
共
催
で
土
湯
温
泉
町
か
ら
土

湯
峠
温
泉
郷
、
四
季
の
里
や
、
荒
川
流
域
ま

で
会
場
を
広
げ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「
福
島
市
内
の
自
然
を
含
め
た
文
化
資
源

を
、
国
内
外
で
評
価
の
高
い
現
代
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
皆
さ
ん
39
組
と
協
働
し
て
ア
ー
ト

を
身
近
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
」

　
滞
在
制
作
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
住

民
と
寝
食
交
流
を
通
し
て
新
し
い
関
係
づ

く
り
を
進
め
た
り
、
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
「
こ
ど
も
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ
ャ
ン

バ
ス
」
な
ど
、
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
山
間
の
小
さ
な
温
泉
街
に
展
示
さ
れ

る
現
代
ア
ー
ト
を
間
近
に
す
る
と
き
、
果

た
し
て
あ
な
た
は
何
を
感
じ
る
で
し
ょ
う

か
。
福
島
市
土
湯
温
泉
町
か
ら
広
が
る
芸

術
祭
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第2回「アラフドアートアニュアル2014」  土湯温泉町×現代アートのチカラ特集

今
秋
、エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
開
催
!!

小
さ
な
温
泉
地
か
ら

広
が
る
芸
術
祭
に
期
待

見
方
や
感
じ
方
に

答
え
が
な
い
の
が

現
代
ア
ー
ト
の
魅
力

Nyubo Abe
阿 部 乳 坊 さん ＋総合研究大学院大学

「 差 室 」

スイコS U I K O さん

「 無 題 」

Takashi Hokoi
鉾 井 　 喬 さん

「 風 神 」
Kazuhiro Sato
佐 藤 一 弘 さん

「 木でこの肖像 」

今見ている世界をアートや科学の目線から
見るための茶室。人々の考えの「差」がその
空間には現れます。開催期間中は「差の湯
の会」を開催し自然科学研究者とアートに
ついて語り合いました。

炭焼きのために何度となく切られながらも
数百年を生き続けたケヤキにつけられる愛
称「山爺」。困難に負けずに生き抜いた山爺
が風神となり蘇ります。

世界で活躍しながらも地元広島のストリートシー
ンの活性化に心血を注ぐグラフィティアーティス
ト。グラフィティショップ兼スタジオ「dimlight」
代表。廃墟となった旅館の11メートルの壁面にス
プレーされたのは、伝統の土湯こけし。

土湯温泉町で80年以上続く写真館の三代目
は、ライフワークとしてビンテージこけしの
ポートレートを撮影し続けている。木に宿さ
れた命の表情が豊かに表現されています。

土
湯
温
泉
在
住
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

土
湯
こ
け
し
に
も
会
い
に

来
て
く
だ
さ
い

町
の
人
の
協
力
で
、

土
湯
の
樹
齢
数
百
年
の

枯
木
が
蘇
り
ま
し
た

土湯こけしは
東北3大こけしの1つ。

こんなに大きくなりました！

青年部と町の

みんなが協力して

素敵な茶室を

作りました！

第2回
参加予定

第2回
参加予定 第2回

参加予定

第2回
参加予定

第2回  「アラフドアートアニュアル2014」
私たちはこれから書き記される歴史の中に生き
ています。まだ書き記せない未来と、書き記す
べき過去を持ったこの土地で開催される芸術
祭で、記録ではなく文化の記憶を作ります。急
激に変わった町の景色とみんなの思考を、どの
ような思想で見ていくのか。「復興、元気、町お
こし」といった定型化された言葉にとらわれな
い、現代美術の独立した展示で、その試みは
なされます。

主　催：つちゆ芸術万華郷実行委員会　共　催：福島市
助　成：公益信託うつくしま基金、

公益財団法人アサヒグループ芸術文化財団
　問　：つちゆ芸術万華郷実行委員会［㈱元気アップつちゆ内］ 

☎024-594-5037
W E B：http://arafudo.net

参加アーティスト（予定）
青山悟、アサノコウタ、阿部乳坊、有賀慎吾、飯山由貴、遠藤麻衣、
河口遥、川田淳、北川貴好、葛谷允宏、佐々瞬、佐藤一弘、SUIKO、
小西智恵＋菅谷奈緒＋A.Y.K.K.project、バーバラ・ダーリン、
藤井光、増本泰斗、三田村光土里、鉾井喬、山本高之、
松下徹、湯道、他

会 場：福島市西部（土湯地区／荒井地区／磐梯・吾妻地区）
会 期：平成26年9月5日（金）～10月13日（祝・月）

39日間39アーティストが参加する、
　　　　　　　　　年に一度の芸術祭。

（撮影／市民カメラマン 中山真波さん）

（撮影／宮本和之さん）（撮影／宮本和之さん）

（撮影／市民カメラマン 中山真波さん）

実行委員会 今 泉  強 さん実行委員会 今 泉  強 さん実行委員会 
つよしつよし

実行委員会

渡 邉 利 生 さん

実行委員会

渡 邉 利 生 さん

実行委員会
り　おり　お

実行委員会

相模 龍太郎 さん

実行委員会

相模 龍太郎 さん

実行委員会
りゅうたろうりゅうたろう

実行委員会

渡 邉 樹 璃 案 さん

実行委員会

渡 邉 樹 璃 案 さん

実行委員会
じゅりあんじゅりあん

（総合ディレクター  ユミソン）

（敬称略）

ふ
か
ん

じ
ょ
う
ぜ
つ

やまじい

▲土湯こけしに触発され、新しい作品が生まれていく

▲土湯俯瞰図

▲第2回開催に向けて5月には、参加予定アーティストによる現地視察が行われました
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スポーツ・レクリエーションで
元気づくりを応援!!

注 目
競 技

福 島 市 開 催 の

　
９
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
レ
ク
大
会

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
と
N
P
O
法
人
福
島
県
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、
福
島
県
と
福
島
市

を
は
じ
め
開
催
自
治
体
な
ど
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
ま
す
。
県
内
18
市
町

村
の
36
会
場
で
楽
し
め
る
競
技
は
約
20

種
。
メ
イ
ン
会
場
に
な
る
福
島
市
で
は
、

競
技
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
に
関
す

る
16
の
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
レ
ク
大
会
の
事
務
局
を
務
め
る

佐
藤
喜
也
さ
ん
は
、「
日
本
中
か
ら
集
ま

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
に
、
福
島
を
見
て
い
た

だ
き
、
お
客
さ
ま
と
の
交
流
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら

し
さ
や
可
能
性
、
日
々
の
暮
ら
し
に
対
す

る
恵
み
な
ど
に
つ
い
て
広
く
お
伝
え
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
招
致
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
の
大
き
な

目
標
で
し
た
。
掲
げ
た
矢
先
、
東
日
本
大

震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。「
続
け
て
い
い
も
の

か
悩
み
ま
し
た
が
、
風
評
被
害
は
止
ま

ず
、
風
化
も
心
配
で
し
た
。
開
催
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
る
と
第
66
回
が
福
井
県
。

第
67
回
が
福
岡
県
。な
ら
ば〝
福
〞の
仕
上

げ
は
、福
島
以
外
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
見
逃
し

た
く
な
い
の
が
、エ
コ
ス
ポ
ー
ツ
「
ク
ッ

ブ
」
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
種
目
が
体
験
で

き
る
「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
体
験
ひ
ろ

ば
」
で
す
。
会
場
は
、
J
R
福
島
駅
や
福

島
市
街
な
か
広
場
、
さ
ん
か
く
広
場
な

ど
。
福
島
市
Ａ
・
Ｏ
・
Ｚ
に
は
、
福
祉
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
「
フ
ー
バ
」
や
手
作
り
キ
ャ

ン
ド
ル
な
ど
屋
内
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
で
は
、

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

「『
福
島
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
っ

た
ら
、
日
本
中
の
子
ど
も
が
元
気
に
な
れ

る
』
と
思
い
子
ど
も
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
心
に
据
え
ま

し
た
」。
他
に
も
、
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン

ス
、
全
国
初
の
水
風
戦
大
会
、
新
潟
県
の

友
情
企
画
「
レ
ク
式
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
な

ど
、
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
福
島
を
想
う

熱
い
心
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

う
レ
ク
を
見
つ
け
て
、
元
気
で
健
や
か
な

毎
日
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

今
秋
、ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
テ
ン
カ（
左
頁
参
照
）な
ど
　
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
体
験
ひ
ろ
ば
や
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
め
る「
第
68
回
全
国

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
２
０
１
４
福
島
」（
以
下
、全
国
レ
ク
大
会
）が
開

催
さ
れ
ま
す
。福
島
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
大
会
の
魅
力

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

障がいのある方、高齢者の方も車イスを活用し社交ダン
スやフォークダンス、レクダンスを一緒に楽しめることが
できる種目です。

車椅子レクダンス
【会場】あづま総合体育館

吉本興業ワッキーさんのプロデュース「スポーツテンカ」
は、相手がアンダースローで投げたボールをキャッチする
スポーツです。体験からスタートして、すぐに第1回選手権
大会を開催します。
当日は、ワッキーさんも来福する予定です。

スポーツテンカ
【会場】うつくしまふくしま体験ひろば

920土

スラックラインは、スキージャンプの葛西紀明選手もトレー
ニングに取り入れていたという体幹を鍛えるビューティース
ポーツです。ジャパンオープンに次ぐ大きな男女混合の大
会を開催します。日本中から集まるトップアスリートの演技
を目の当たりにできるチャンス！体験もできます。

スラックライン全国大会
【会場】うつくしまふくしま体験ひろば

920土

920土

ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

元
気
づ
く
り
を
応
援
!!

第68回
全国レクリエーション大会2014福島
平成26年9月19日金・20日土・21日日
メイン開催地／福島市
あづま総合運動公園、国体記念体育館、十六沼公園、アクティブシニアセンター A･O･Z（アオウゼ）
街なか広場、さんかく広場、JR福島駅東口広場、駅前歩行者天国 ほか

「
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
2
0
1
4
福
島
」開
催

第
68
回

〝
福
〞の
仕
上
げ
は
福
島
で

多
彩
な
種
目
か
ら
自
分
に

合
う
レ
ク
を
見
つ
け
よ
う

問い合わせ先
特定非営利活動法人福島県レクリエーション協会 
☎024-544-1886・024-572-3133　E-mail : info@recfuku2014.com

よ
し
な
り

め
ぐ

※2

※1

▲子ども向けのプログラムも予定されています

▲大会成功に向けて意気込む佐藤さん

※1 ニュースポーツ：20世紀後半以降に考案されたり、日本に紹介されたりしたスポーツ
※2 クッブ（kubb）：「まき」という意味。北欧発祥のスポーツ。まきを投げて相手の陣地に迫る陣取りゲーム2014 Summer 夏号7 6市民フォト･ふくしま夢通信



●七夕まつり
色鮮やかな「七夕飾り」が
パセオ470を飾ります。
と　き／8月6日（水）

　～8日（金）
●花 市
市内の園芸農家が季節の花を持ち寄り販売します。
と　き／8月12日（火）正午～午後8時
ところ／パセオ470
問／置賜町スズラン通り商店街協同組合 

☎024-521‐1515

福島市の夏の風物詩「わらじまつり」が今年も開催。
両日とも“日本一”の大わらじを担いで練り歩くパ
レードを予定しています。
風流な「わらじおどり」、
軽快なリズムに乗せて踊
る「ダンシングそーだナイ
ト」など福島の夜を熱く盛
り上げます。

CONTENTSCONTENTS

市民フォト・ふくしま夢通信
平成26年7月1日 発行

編 集
発 行

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/

福島市役所 広報広聴課

ホームページもご覧ください
福島市 検　索 クリック チャンネル ふくしまチャンネル fukushimacity アカウントアカウント 福島市

2

6

特　集
第2回「アラフドアートアニュアル2014」 8 インフォメーション

●夏を彩る
ふくしまの夏まつり

●ふくしま市の動画を配信中！
「くだものの宝石箱ふくしま市」の夏。ピン
クに色付く果汁たっぷりのモモが旬を迎え
ます。福島市の農家の皆さんが丹念に育
てた至高のモモを、ぜひご堪能ください。

「おいしそうに
　　　　　色付いたモモ」

表紙説明：

撮　影：中 山  真 波 さん
（市民カメラマン）

表紙紹介

No.19 2014年 夏号

（フェイスブック）（ツイッター）（ユー・チューブ）

〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　　 024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

土湯温泉町×現代アートのチカラ

第68回「全国レクリエーション大会2014福島」開催

スポーツ・レクリエーションで
元気づくりを応援!!

■第45回福島わらじまつり

■福島とうろう流し
送り火の中、願いを込め
た「とうろう」が阿武隈
川の河畔に並べられ、花
火が打ち上げられます。

と　き／8月17日（日）
午後6時30分～

ところ／県庁裏阿武隈川河畔
問／福島とうろう流し発興会 ☎024-546‐3160

■第36回
　ふくしま花火大会
「夜空を彩り、響きあう　ひかりのパレード」を
テーマに約1万発の花火が打ち上げられます。
と　き／8月9日（土）

午後7時30分～8時40分
※荒天時は10日（日）に順延。

ところ／信夫ケ丘緑地
（阿武隈川・松川の合流点）
【大会当日の実施有無の確認方法】
音声ガイダンス 
☎0180-99-3590

問／ふくしま花火大会実行委員会
（商業労政課内）
☎024-525-3720■福島七夕まつり・花市

夏を彩るふくしまの夏まつりふくしまの夏まつり夏

YouTubeで福島市の動画を
配信しています。福島の“今”
を動画でご覧になれます。
福島市ホームページ総合トッ
プ左下バナー「ふくしまチャ
ンネル」からご覧ください。

1ch … 復興・福島の魅力発信
東日本大震災からの復興に向けた取り組み、福島市の魅力や情報を
配信します。お祭りの動画もこちらから。
2ch … ふくしま大好き！福島ユナイテッドFC
福島市をホームグラウンドにJ3リーグで活躍する「福島ユナイテッド
FC」のメンバーが、福島市の魅力やおすすめスポットをPRします。
3ch … モモッと大好きふくしま ももりんが行く！
観光PRキャラクター｢ももりん｣が福島市の名所や施設を訪ね歩きま
す。今まで知らなかった福島市の魅力を発見できるかもしれません！問／広報広聴課 ☎024-525-3710

ふくしま市の動画を配信中！ふくしま市の動画を配信中！

（撮影／市民カメラマン 中山真波さん）

（撮影／市民カメラマン 宍戸良之さん）

（撮影／市民カメラマン 宍戸良之さん）

（撮影／市民カメラマン 佐久間智之さん）

と　き／8月1日（金）・2日（土）午後5時～
ところ／国道13号信夫通り
問／福島わらじまつり実行委員会（福島商工会議所内） 

☎024-536-5511
【公式ホームページ】 　　 http://www.waraji.co.jpURL
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